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第１編 一般事項   

  

１．一般事項  

（１）試行調査表は、本作成要領に従って作成するものとします。  

（２）調査表の入力欄が不足した場合は行高を適宜変更することとし、行・列の追加は

行わないでください。  

（３）調査表の該当しない項目は、記入欄を空欄とするのではなく「－」を記載してく

ださい。  

（４）チェックボックス“□”は、クリックすることでチェック“



【1回目：現場試行前】

試行調査表

（様式1-1）作成

記載該当①～⑫

現場試行

【2回目：現場試行後】

試行調査表

（様式1-2、1-3）作成

記載該当⑬～⑭

第２編 作成要領   

  

１．依頼内容  

マッチングが成立し、現場試行を行った技術について、今後、現場試行結果の検

証・公表を行うこととなっております。 （別紙―Ⅰ マッチングのフロー 参照） 

つきましては、現場試行結果の検証・公表を行うための基礎となる試行調査表の作

成をお願いします。  

なお、試行調査表には、シーズ側（参加企業）に記載してもらう箇所がありますの

で、シーズ側への依頼は、ニーズ側である各事務所からお願いします。 

また、現場試行結果と評価結果の公表資料を参考に添付しますので、参照ください。 

（参考資料：公表様式 参照） 

  

２．作成要領 

 試行調査表の作成は、ニーズ側・シーズ側の双方でシーズ技術の評価項目、現場試

行の方法及び評価基準を設定する現場試行前（１回目）と、双方で現場試行結果の取

りまとめを行う現場試行後（２回目）の２段階に分けて、作成していだきます。 

 

 

 

   

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図.試行調査表の記載手順 

  

 評価項目、現場試行方法

及び評価基準等の設定 

 上記についてニーズ側、

シーズ側の共通認識 

 現場試行結果につい

て、ニーズ側、シーズ

側の共通認識 



 

以下に、試行調査表の記載に対しての注意事項を記します。  

 

≪Ⅰ:現場試行前（様式 1-1）≫ 

 

⑦シーズ応募者 ＜シーズ側＞ 

   株式会社等を省略しないで全て記載してください。  

  

⑧技術名称 ＜シーズ側＞ 

    技術名称は、３０字以内でその技術の内容及び特色が容易に理解できるものと

し、副題、商標等も記載してください。  

  

⑨シーズ技術の概要 ＜シーズ側＞ 

  【技術概要】  

    ２００字以内で簡潔に記載してください。  

  【懸案事項】    

現場試行にあたり、必要となる資料、条件等を記載してください。 

  【対応が不可能な事項】  

  現場試行にあたり、対応が不可能な事項について記載してください。 

 

⑪調査担当者及び連絡先 ＜シーズ側＞ 

   試行調査表の提出後、事務局等より問合せを行うことがありますので、調査担当

者の連絡先を記載してください。 

    

⑫現場試行前の確認項目 

 ＜ニーズ側＞ 

 試行技術の評価は、従来技術と比較して行われることになりますので、ニーズ側

において比較する従来技術と工種分類を記載してください。また、今回の試行にお

いて、試行技術に求める要求性能の諸元も同様に出来るだけ詳細に記載してくださ

い。試行結果の評価の際には、この項目で設定した従来技術と要求性能が評価基準

となりますので、対比できるように記載してください。従来技術相当が基準の 3 点

となり、要求性能を満たした場合は 5 点となる様にしてください。 

 

 「１．従来技術の性能（1）ニーズの内容（比較する従来技術の内容）」について 

 ※1：シーズ技術の比較対象となるニーズの従来技術の内容と性能について評価項目ご

とに具体的に記入してください。 

 「２．ニーズの性能要求（2）シーズ技術に求める要求性能」について 

※2：ニーズ側が求める新技術の要求性能等を各評価項目に記載する。なるべく定量的

な指標や基準を記入してください。 

 

 

 



＜シーズ側＞ 

 シーズ側は、ニーズに対する応募技術について、想定する工種分類を記載してく

ださい。また、ニーズ側が設定した従来技術と比較できるように具体的かつ定量的

に各記載欄へ記載してください。なお、ニーズ側が記載した評価項目以外も記載し

て頂くことも可能です。 

 「３-１．シーズ技術の性能、適用範囲等について 

※3：ニーズ側が記載した「2.シーズ技術に求める要求性能」に対して、当該技術が

対応できる性能や適用範囲等を記載してください。必ずしもニーズ側の要求水準

を満足させる必要はありません。 

 「３-２．現場試行調査方法・条件」について 

※4：「3-1.シーズ技術の性能、適用範囲等」を検証するための試験方法・条件等を項

目ごとに記載してください。また、その他にシーズ側の提案による性能評価の

検証等が必要な場合は追記してください。 

 

＜ニーズ・シーズ共通＞ 

評価項目は（経済性、工程、品質・出来形、安全性、施工性、環境）必ずしも全

て評価する必要はありません。ニーズ側の要求水準を勘案の上、ニーズ・シーズ双

方で協議して評価項目を決定してください。なお、評価項目において特に重要な項

目については双方協議の上、評価ウエイトを変更することが出来ます。（例：経済性

を重視し、評価配分を 2 倍とする。等）。また、標準的な評価項目以外に項目設定

が必要な場合も、ニーズ・シーズ双方協議の上、評価項目を変更・追加することが

出来ます。 

経済性の記載にあたっては、以下に注意してください。 

※5：コスト算出に当たり、比較する従来技術と算出条件を統一してください。（作業

範囲、数量、経費等） 

※6：別途、費用、工程算出の内訳を添付してください。 

※7：シーズ技術が価格未設定の場合は、今後の技術提供を踏まえた想定コストを記

入してください。 

 

  



≪Ⅱ:現場試行後（様式 1-2）≫ 

  

⑬現場試行結果 ＜ニーズ・シーズ共通＞ 

現場試行前にニーズ側及びシーズ側双方で決定した評価項目について、現場試行

前の確認項目で記載した内容に基づき、現場試行で確認できた結果を記載してくだ

さい。記載内容は、公開用評価結果の参考にさせていただきます。 

 ニーズ側は、「４．現場試行結果より検証した内容と評価 (5)ニーズ側の検証内

容と評価結果求める評価結果」、シーズ側は、「４．現場試行結果より検証した

内容と評価 (6)シーズ側の検証内容と評価結果」へ記載してください。 

※8：ニーズ側が記載した要求性能等に対して、現場試行結果により検証できた内容及

び試行確認結果、各項目における気付き事項や留意事項、改善すべき項目等を記

載してください。また、従来技術と比較して項目毎に 5段階評価の数字を記入し

てください。（1：低下する、2：やや低下する、3：従来技術と同等である、従来

技術よりも向上したが、ニーズの要求性能はクリア出来なかった、5：ニーズの要

求性能をクリアした、評価項目の対象としない場合は、「―」) 

※9：評価結果の内容に評価点は必ず反映（整合）させてください。 

※10：経済性の評価結果に、必ず増減費用を記入してください。 

※11：作業工程ごとの時間と作業工程全体の合計時間を記入してください。 

 

⑭その他 

   試行結果から技術の成立性、将来性、実用化の有無、今後の開発目標等、活用効

果及び生産性の向上、試行継続の有無について、記載してください。記載していた

だいた内容は、公開用の評価結果の参考にさせていただきます。 

 

＜ニーズ側＞ 

 「技術の成立性【ニーズの満足度】」の該当するチェックボックスにチェック



※15：シーズ側は技術の成熟度（実用化段階、開発段階）と技術提供の有無と時期を

記入してください。（必須項目） 

 

 「将来性【今後の開発目標等】」について記載してください。 

※16：シーズ側は本マッチングの結果を踏まえた今後の開発目標等があれば記入して

ください。（必須項目） 

 

＜ニーズ・シーズ共通＞ 

 「活用効果」は、効果が確認できた評価項目について、理由を記載してくださ

い。 

※17：6つの評価項目（経済性～環境）について効果がどうだったか記入してくださ

い。 例：安全性が〇〇のため向上する。 

 「生産性の向上」は、今後の開発、他の応用等により、さらなる省力化、効率

化に期待できることについて、記載してください。 

※18：生産性向上（省力化、効率化）に関して記入してください。 

（〇〇のため人員削減につながる。苦渋作業が削減できる。必須項目） 

 

 「試行継続の有無」の該当するチェックボックスにチェック



  マッチングのフロー（参考）

別紙－Ⅰ 



 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考資料：作成例（様式 1-1） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：作成例（様式 1-1） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：作成例（様式 1-1） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考資料：作成例（様式 1-1） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考資料：作成例（様式 1-2） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考資料：作成例（様式 1-2） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考資料：作成例（様式 1-2） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考資料：作成例（様式 1-2） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：作成例（様式 1-2） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：作成例（様式 1-2） 



 

 

 

参考資料：作成例（様式 1-3） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※公表資料は関東地整ＨＰから確認できます。https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000109.html 

参考資料：公表様式 別紙－Ⅱ 

https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000109.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※公表資料は関東地整ＨＰから確認できます。https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000109.html 

参考資料：公表様式 別紙－Ⅱ 

https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000109.html
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